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禁

輔

現

論

叢

所
得
税
の
不
公
平
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
属
工
博
士
神
戸
正
雄

利
子
の
形
成
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
女
同
士
博
士
官
岡
田
保
局

敷
事
的
経
済
島
一
ゐ
論
理
的
構
造
の
批
判
・
女
盟
三
博
士
米
田
庄
太
郎

競

苑

正
米
相
場
一
土
期
米
相
場
L

」
の
異
動
閥
係
・
・
祁
消
印
ア
土
谷
口
古
彦
一
一

金
魚
替
準
備
に
就
い
て
一
-
-
-
-
-
-
-
経
済
暗
中
士
松
岡
孝
児

ア
メ
リ
カ
経
済
の
欝
蓮
と
移
民
の
消
長
・
経
一
詩
情
宇
土
堀
江
保
識

調
逸
州
工
業
金
融
嶋
一
足
阿
国
含
奇
宮
早
急
・
経
静
一
撃
土
楠
見
一
正

雑

銀

幕
末
の
株
仲
間
再
興
是
非
・
-
-
-
-
-
-
器
準
博
士
本
庄
柴
治
郎

明
治
初
年
に
於
け
る
侍
階
級
の
騒
擾
・
・
軽
重
博
士
里
山
正
巌

奮
汲
統
計
息
一
の
一
著
作
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
畢
士
嶋
崎
川
虎
三

日
本
都
市
年
鑑
を
讃
む
・
・
・
・
・
・
・
極
端
円
皐
博
士
汐
見
コ
一
一
郎

附

録

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



奮
滋
統
計
皐
の
一
著
作

奮
汲
統
計
撃
の

一
著
作

時

)11 

虎

統
計
勝
一
丘
、
共
の
史
的
褒
展
ぞ
大
摘
み
に
見
れ
ば
、
ナ
ト
い

l
(円
P
E
g
-門
〉

仏

C
R
}
呉
cσ

心
5
5
F
円)(ミ唱団
l
H

∞
三
)
以
前
と
以

後
の
統
計
串
と
じ
分
つ
噌
}
と
が
出
来
る
。

彼
以
前
の
統
計
皐
の
二
つ
の
流
ぞ
受
入
れ
、
そ
の
問
題
を
捉
へ

ク
ト
レ

l
は
‘
よ
く

る
と
共
に
之
ぞ
展
開
し
、
統
計
壌
の
強
展
に
方
向
を
奥
へ
た
黙

に
於
い
て
、
寅
に
近
代
統
計
撃
の
建
設
者
で
あ
か
。

ク
ト
レ

I
以
前
に
在
つ
て
は
、
専
ら
園
献
の
記
述
を
目
的
と

す
る
濁
泡
大
事
統
計
事

(
L
g
z
z
d巳
2
3
5
Z
Z
E
t
r
)
と、

枇
舎
の
裁
量
的
記
載
及
び
共
の
研
究
殊
に
人
口
を
中
心
問
題
と

せ
る
政
治
算
術
(
唱
。
]
主
将

Z
PユF
E往
左

の
二
汲
が
全
く
別

個
に
存
在
し
稜
展
し
来
っ
た
こ
と
は
、
人
の
知
る
所
で
あ
る
。

所
が
ナ
ト
レ

l
に
至
っ
て
、
，
撃
聞
と
し
て
の
統
計
畢
は
、
政
治

算
術
撃
波
の
傾
向
を
一
一
居
展
開
し
て
、
「
枇
曾
物
理
事
」
の
性
質

を
帯
び
、
共
の
認
識
論
的
根
嫁
と
、
研
究
方
法
と
し
て
の
統
計

第
三
十
三
巻

五
七
六

第
三
時
現

四

方
法
の
基
礎
及
び
共
の
寅
際
遁
用
等
が
明
確
に
規
定
さ
れ
る
と

共
に
、
之
が
研
究
材
料
と
し
て
の
統
計
の
蒐
集
整
理
の
問
題
が

論
ぜ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

ナ
ト
レ

l
に
於
い
て
は
、
政
治
算

術
開
噌
波
の
研
究
は
、
明
瞭
な
自
然
科
謬
的
認
識
の
基
礎
の
上
じ

建
設
せ
ら
れ
て
、
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ

(
F
Zロ
司
巳
弓

F
E
E
-円
F

3
3
1
3
3
J
の
如
会
一
岬
皐
者
の
観
念
的
な
立
場
に
針
し
て
全
く

唯
物
的
で
あ
h
h

、
且
つ
自
然
科
摺
殊
に
物
珂
携
の
如
く
精
密
科

事
と
し
て
、
数
量
的
に
枇
曾
の
研
究
を
な
さ
ん
と
す
る
彼
の
立

揚
に
於
い
て
、
統
計
は
、
自
ら
賞
駿
観
測
の
結
果
と
問
視
さ
る

、
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
彼
に
於
い
て
所
謂
統
計

の
蒐
集
は
、
測
定
に
比
せ
ら
る
、
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、

彼
が
此
方
面
に
努
力
し
、
大
な
る
業
績
を
あ
け
た
こ
と
は
文
営

然
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

此
の
ナ
ト
レ

l
の
立
場
と
其
の
結
果
た
る
業
組
よ
り
見
て
、

彼
に
於
い
て
は
充
分
に
現
在
の
所
謂
統
計
事
の
問
題
を
卒
み
、

そ
の
展
開
さ
る
べ
き
も
の
を
減
し
て
ゐ
↑
い
こ
と
は
、
明
ら
か
に

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
現
在
の
濁
逸
の
祉
曾
統
計
製
汲

に
於
け
る

3
3主的
z
r
p
z
当
日
曲
目
吉
田
円
吉
コ

τ
の
立
揚
を
と
る
者

Ql1ete:et陀就いては財部教授の Lケトレーノl肝究'(明治44年)に主主ふ所が多いO
Sus>;Illilch，υie gottliche Ordnung in den Verandel'lmgen des m叩叫hlichen
Ge5chlechtes au::; der Geburt， clem Tode und uer Fortpfi::mznnョdesselt】en4te 
Aufl.， Berlin， I7g8 (e悶 tcnu自. 1740)・
高野岩三郎博士祉曾統計事典肝究(大正'4年)c.ケトレーと唯物論的見解寸参照3) 



に
於
い

τは
、
現
貨
に
、
内
容
的
に
は
大
し
た
展
開
を
示
さ
な

い

rこ
ろ
か
率
ろ
ク
ト
レ

l
程
の
大
謄
な
立
揚
舎
と
り
得
な
い

に
も
拘
ら
す
、
概
念
的
に
は
同
一
の
方
向
を
と
り
、
形
式
的
に

強
く
之
ぞ
主
張
し
て
ゐ
る
の
は
、
明
ら
か
に
共
の
繕
震
を
一
示
し

て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
濁
識
の
統
計
事
汲
の
現
に
貢
献
し

て
ゐ
る
所
は
、
統
計
調
査
の
方
法
及
ぴ
其
の
結
果
の
整
理
の
問

題
で
、

ナ
ト
レ

l
の
材
料
に
就
い
て
問
題
に
し
た
所
を
組
織
的

に
展
開
し
に
拙
に
布
ゐ
。
他
方
ク
ト
レ

i
の
問
題
ぶ
し
に
数
現

的
方
法
は
、
統
計
曲
学
に
於
け
る
所
謂
旨
2
E
C
缶
宮
町
と
稿
せ
ら

る
、
一
波
の
統
計
鳳
一
者
冶
産
み
、
此
の
汲
の
統
計
撃
を
褒
展
せ

し
め
た
。
英
米
に
於
け
る
統
計
事
は
、
共
の
停
統
的
な
政
治
算

術
に
出
荷
は
し
て
、
而
も
ク
ト
レ

l
及
び
共
の
後
の
科
撃
の
品
目
建

と
枇
曾
事
情
の
副
賞
唖
唱
の
下
に
、
専
ら
、
統
計
の
数
理
的
解
析
ぞ

主
と
す
る
統
計
方
法
の
問
題
と
し
て
護
展
し
た
の
で
あ
る
。

此
の
統
計
事
の
史
的
変
展
に
於
い
て
、
現
に
我
々
の
統
計
皐

は
如
何
な
る
意
義
と
性
質
ぞ
有
ち
、
間
半
間
的
存
注
の
理
由
ぞ
有

っ
か
。
こ
れ
現
在
の
統
計
墜
に
於
け
る
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。

此
の
意
味
に
於
い
て
、
統
計
撃
の
史
的
環
展
の
過
程
密
検
討
す

蕎
滋
統
計
畢
の
一
著
作

る
こ
と
は
、
甚
だ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
我
圃
に
於
け
る
此

の
方
面
の
研
究
は
閑
却
さ
れ
て
ゐ
る
。
僅
に
高
野
、
財
部
雨
博

士
が
有
佳
な
る
研
究
と
、
重
要
な
資
料
の
紹
介
在
試
み
ら
れ
、

我
々
の
啓
蒙
に
資
せ
ら
れ
て
居
る
以
外
に
は
、
多
く
は
、
毅
科

書
乃
至
は
酔
書
の
類
よ
り
の
抜
翠
引
用
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
統

計
四
惨
史
に
有
つ
我
A
の
疑
問
を
解
き
、
興
味
ぞ
満
足
せ
し
む
る

も
の
は
極
め
て
少
い
。
従
っ
て
、
我
々
は
、
自
ら
此
等
の
問
題

ぞ
直
接
に
扱
っ
て
研
究
に
費
す
る
よ
り
他
は
な
い
の
で
あ
ゐ
。

私
も
今
後
、
機
曾
ぞ
得
て
、
統
計
事
史
の
駈
描
を
試
み
た
い
と

問
山
ふ
が
、
本
文
も
そ
の
意
味
に
於
け
る
一
材
料
で
あ
る
。

濁
逸
大
事
統
計
事
採
の
統
計
皐
が
、
∞
[
回
目
[
g
r
c
E
Lぬ
と
し
て

専
ら
園
駅
の
記
述
守
目
的
と
し
、
大
撃
の
教
科
目
の
一
舎
な
し

た
の
は
、
近
世
園
家
の
成
立
稜
展
の
地
盤
の
上
じ
於
い
て
で
あ

つ
に
が
、
か
、
る
地
盤
の
費
動
は
、
白
ら
図
家
及
枇
舎
諸
息
?
の

問
題
と
共
の
組
織
に
影
響
冶
輿
へ
、
統
計
撃
の
問
題
と
共
の
有

つ
意
義
や
も
異
な
ら
し
め
、
十
九
世
紀
初
葉
か
ら
、
之
が
接
関

的
批
判
は
漸
く
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
皐
史
上
、
其
の
最
も
願

第
三
十
二
巻

五
士
七

第

競

四

Mayr， Ge:JTg von， Statistil、und.gesellschafLslehre， I. 2te anfl. Tubingen， 
'9'4. S. 338. 
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奮
滋
統
計
撃
の
一
著
伶

ク
ニ

1
ス(閃
P
H
-

。gg〈〉『ゲ一『関口戸市田

蕃
な
る
も
の
と
し
て
、

(同庁

T
H
g
aが
あ
け
ら
れ
る
。
濁
逸
大
事
統
計
事
汲
は
十
九
世

紀
中
葉
に
至
り
、
そ
の
事
問
的
地
盤
を
失
ふ
と
共
に
、
明
ら
か

に
滑
算
さ
れ
、
共
の
意
義
を
央
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
此
の
過
程
の
分
析
は
、
統
計
撃
や
間
半
ぷ
者
に
と
っ
て
極
め

各十て
弘、九興
"--'... "世味

紀あ
来る

於と
いで
ては
ああ
なる
ほ治f

写王室
)L Iこ
ゾは
カ間
1 は
な
b 、

M 
5命

r
p同
己

同
」
伺
吋
4
4
同
一
・

於

ての
、k日
大、き
量、ぞ
観、見
察、る
(け
宗れ
忌ど
g も
冨玩

旨 j主
円 方衛官

害遺
嘉義
の計
間接
題は
に賓
集際

中
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
旨
る
濁
品
増
大
事
統
計
商
学
汲
の
統
計
撃
に
就
い
て
、
そ
の
清

算
以
前
の
批
判
は
専
ら
十
九
世
紀
の
前
半
期
に
行
は
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
特
に
二
つ
の
問
題
が
根
本
的
で
あ
っ
た
。

イコ

は

ア

l
へ

ン
グ
ア

1
ル(の
0
2
虫
色
K
F
門
官
ロ
君
主
ミ
同
司
l
l
H
3
N
)

以

降
、
園
献
の
記
述
を
目
的
と
し
而
も
そ
の
園
献
は
、
閥
家
願
著

事
項

(
ω
E
Z
B司
r唱
ロ
丘
一
阿
古
一
円
。
ロ
)

巻
英
の
標
識
と
し
に
-
』
と

に
差
異
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
園
家
頴
著
事
項
の
内
容
如
何
に

就
い
て
は
、
統
計
事
者
に
依
り
共
の
規
定
す
る
所
が
異
な
り
、

第
三
十
ニ
倉

五
七
八

第
三
就
巴
一
四
四

或
は
園
民
の
現
在
及
び
過
去
の
扶
態

(
N
g
gロL
)

又
は
園
家
の

欣
態
及
び
政
治
事
情
の
記
述
、
或
は
園
カ
(
閃
『
山
宮
島
市
『
∞
宮
伊
丹
宮
)

で
あ
る
と
す
る
な
ど
、
各
見
解
を
異
に
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

ま
に
他
方
に
、
此
の
材
料
の
蒐
集
、
整
理
及
び
記
越
の
方
法
昧

に
数
字
及
び
表
、
ぞ
用
ゆ
る
，
}
と
に
就
い
て
の
問
題
が
あ
っ
た
。

葉
じ
、
此
の
二
個
の
問
題
は
、
統
計
壌
が
ぎ

5
3田円
E
P
と
し

て
の
封
象
の
規
定
の
問
題
で
あ
り
、
ま
に
一
利
息
?
と
し
て
営
然

布
大
ね
ば
な
ら
お
研
究
方
訟
の
間
閉
じ
節
す
る
も

ωrか
ら
で

あ
る
。

こ
れ
十
九
世
紀
に
入
り
、
斗
『
3
『一四円
-
2
∞
宮
早
急
F

が
問

題
と
な
つ
に
所
以
で
あ
る
。

、
、
、
、

此
等
の
研
究
白
中
、
特
に
我
々
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
シ
ユ
レ
1

、

、

、

、

、

ツ
ー
ル
(
〉
民
間
5
同
F
E
1開

Z
ロ団内
E
P
2
3
a
L
∞
。
唱
)
及
び
-
-
1

、、マY
(

〉戸高
E
円
Z
E
M
Eロ
ロ
同
志
T
岡
田
'
芯
)
で
あ
る
が
、
英
の
他

c
p師

会明。#)・

HCZ間
企
庁
之
宮
古
(
岡
管
曲
)
-
E
C
Z
(
M
r
同)・冨
3
0
(
5
2
)

図。
-N問。
P
E
(
同
母
喧
)
印
。
己
主
河
口
(

M

聞い
O
)

等
が
須
逸
に
於
い
で
、
ま

た
之
止
は
掲
立
に
伊
太
利
で
は
、
。
。
由
ENN日(同∞
0

3

・寸
P

E

自己
P
(

回∞
0

3
3
i《
H
O
S
E
(
M
∞
E)czza
白
何
回
伶
自
&
(
同
∞
-
3
・
2
e
y
(岡∞
N
酌
)

立
T

-
N

。E
鈎聞き
E
(
同∞
M
U
)

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

、
、
、
、

右
の
中
、
こ
冶
に
紹
介
し
よ
う
と
忠
ふ
の
は
、
ダ
ラ
ベ
ル
グ

Knies， Die Statisti1t :tIs selbstandige Wis!:;enschaft. ZllC Lü~ung de5可Virrsah
in der Theorie llnd Prax.is dieser Wissenschaft. Zt!g leich ein Beitm~: zu einer 
kritiscber、Geschichteder Statistik seit Achenw.ll. Kassel， r8:io. (高野博士
前掲書参照〉
waiel<<:T， Urundriss rler Statistik der Staatenkunde. 13erlin， 1889 
Fallati， Einleitung in die Wisscnschaft der日tatistik.Tubingen 1843， S. 192 
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哉

の
「
統
計
撃
の
迎
諭
」
で
あ
る
。

ヨ

l
J
の
統
計
接
史
の
中
で
は

チ
チ
ク
ス
(
N
-
N
E
)
フ
イ
ツ
シ
ヤ

l
(
E
R
F
2
1
)
と
共
に
濁
逸
の
統

句

、

、

、

、

、

、

町

計
皐
者
と
し
て
あ
け
ら
れ
、
フ
ア
ヨ
ツ
テ
イ

(F=但
旦
で
は
伊

太
利
の
事
者
と
共
に
引
か
れ

τゐ
る
奇
妙
な
存
在
で
あ
る
こ
と

に
幾
分
の
興
味
を
引
か
れ
る
が
、
共
の
濁
逸
諜

(Z胃
E[巾
[
S由

ロ
F
P
S
E
阿
川
巾
ロ
目
。
ロ
円
)
の
扉
に
は

同
C
口一色・

∞口一回
E

ヨ
u
口
d
M
山
]

君
主
将
宮
口
合
C
E
E
N
Z
斗
百
四

2
5
L
叶
ユ
唱
。
}
同
と
銘
記
し
て

あ
る
。
邸
ち
彼
は
ス
ワ
ヱ

l
デ
ン
の
伊
太
利
駐
剤
の
領
事
で
あ

h

v

o

、
丸
山
町

/

P

み
ト
・
刀

共
m
w
言
葉
に
於
い
1
1
h
ま
仁
科
事
酌
研
仲
丸

α精
一
肺
ド

於
い
て
全
く
、
伊
太
利
人
と
異
な
る
所
の
な
か
っ
た
皐
者
で
あ

9
 

る
。
阪
本
の
伊
諜
は
一
八
一
八
年
(
ロ
巳

-
p
g
E
E
r
p
吋田口問。「)

悌
詩
は
一
八
一
二
年
(
吋
広
D
2
0
ι
o
z
m
E
T
E
E
W
C
E
)
に
何

れ
も
著
者
自
ら
の
手
に
よ
り
出
て
ゐ
る
所
を
見
る
と
敵
洲
の
各

地
で
讃
ま
れ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

ダ
ラ
ペ
ル
ダ
の
統
計
皐
に
就
い
て
は
、

モ
ー
ル
が
、
主
た
る

内
容
は
、
統
計
撃
に
依
り
注
意
せ
ら
る
べ
き
個
々
の
事
物
の
列

つ
ま
ら
ぬ
も
の
、
様
に
評
し
て
ゐ
る
ち

皐
に
過
ぎ
な
い
と
、

私
は
こ
れ
と
は
反
針
に
、
こ
れ
こ
そ
、
筒
翠
で
は
あ
る
が
明
確

誼
商
源
統
計
事
由
一
著
作

に
統
計
事
の
問
題
を
摘
一
示
し
た
著
作
の
一
つ
の
様
に
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
墜
に
私
が
従
来
、
グ
ラ
ベ
ル
グ
に
就
い
て
好
奇

心
を
有
っ
て
ゐ
た
と
云
ふ
ば
か
り
で
な
く
、

か
、
る
理
由
の
下

に
此
の
書
の
紹
介
も
意
味
の
あ
る
こ
と
、
思
ふ
。

摘
通
課
は
一
ニ
六
頁
の
小
冊
で
、
ア
ー
へ

y
及
び
ラ
イ
プ
チ
ヒ
か

ら
一
八
一
一
一
五
年
に
出
版
害
札
た
も
の
で
あ
角
。
一
入
三
五
年
生
耳
へ

ば
、
ケ
ト
レ
1

D
有
名
な
る
著
作
「
人
間
論
」
の
出
た
年
で
あ
P
、
経

探
勝
史
上
、
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
の
園
宵
論
の
出
版
在
れ
た
一
七
七
六

年
の
知
〈
統
計
皐
奥
に
於
い
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
年
で
あ
心
が
、
此
目
前

年
閥
税
同
盟
が
成
立
し
、
ま
た
三
五
年
に
は
、
初
め
て
ユ
ユ
l

ルン

ベ
ル
ヒ
、
フ
ユ
ル
ト
聞
の
鍛
造
が
開
通
し
揃
逸
が
産
業
革
命
期
に
入

っ
た
時
と
考
へ
ら
れ
る
年
で
あ
る
。

著
作
の
内
容
は
、
序
説
、
緒
論
各
論
に
首
ゐ
部
分
と
結
論
及

ぴ
附
録
ょ
の
成
っ
て
、
標
題
は
掲
け
て
あ
る
が
章
節
の
匝
別
は

示
し
て
な
い
。
序
説
に
於
い
て
は
統
計
が
重
要
親
さ
る
、
傾
向

きの
所主荏
ιL 々
や盛
設ん
きな

末lぞ
製品

よと
て EP
空音
ι 同.

〔μ.".

す副

主品
出撃
り L

ざと
E て
l冨成
ajt 
F1 す
..!!.べ

の
明
確
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ぞ
論
じ
て
ゐ
る
。
緒
論

に
は
、
「
統
計
の
意
義
、
統
計
撃
の
在
在
の
理
由
」
科
撃
と
し
て

第
三
十
三
巻

五
七
九

第
三
披
.
一
問
主

Jacob Graberg von Hemso， Theorie der Statistik. A皿 henu.. Leipzig 1835 
(Graberg de Hemso. de Ddtora et limitibl.ls scientiae st<:lt日tieae.Januae 1818) 
John， V. Geschichte der Statistik. Stuttgart， 1884・S.14". 
Fallati， a. a. O. S. 192. 
Mohl， Rohert von， G出chichteund Litera.tur der Staatswissenschaftell， III Bd. 
Erlangen， 1858. S. 65 [. 
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奮
滋
統
計
撃
の
一
着
作

の
統
計
皐
の
「
原
理
」
統
計
撃
の
「
概
念
規
定
」
「
統
計
事
と
他
の

事
問
と
の
境
界
」
〔
政
治
地
理
、
政
治
算
術
、
経
済
撃
)
統
計
の
針
象

と
し
て
の
「
寅
瞳
」
、
「
形
式
」
「
設
展
」
「
匝
分
」
「
準
備
的
研
究
」
、

「
資
料
」
「
統
計
畢
に
必
須
の
規
定
し
「
共
の
設
明
」
統
計
壊
の
「
窮

極
の
目
的
」
「
方
法
的
手
積
」
等
の
諸
項
目
に
一
円
司
っ
て
説
明
し
、

間
カ
を
測
る
ベ
司
君
事
項
や
列
携
し
簡
単
な
説
明
を
加
へ
て
ゐ
る

印
ち
統
計
調
査
告
門
笠
宮
r
o
d
Z
2
2円
『
ロ
コ
羽
ゆ
と
の
要
項
で
あ
る

四

ダ
ヨ
ペ
ル
ダ
に
依
れ
ば
、
統
計
撃
は
一
の
精
密
科
事

。-ロ。

。H
p
r
Z
4弓日缶詰ロ
ω
ロrpp)
で
、
此
の
科
撃
の
教
ふ
る
所
は
、
岡
家

統
治
の
目
的
に
賓
際
に
関
係
の
あ
る
諸
々
の
事
物
及
び
枇
曾
的

事
貨
を
蒐
集
し
、
整
理
し
之
を
表
示
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
あ

る
〈
二
六
頁
)
。
∞
S
E由
民

r
と
云
ふ
言
葉
は
辞
典
に
は
、

一
の
凶
家

の
人
口
、
富
及
び
行
政
の
描
認
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ

れ
は
統
計
の
材
料
に
就
い
て
云
ふ
こ
と
で
、
科
事
と
し
て
云
つ

て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
自
然
研
究
者
の
知
識
と
し
て
、
自
然
史

化
事
、
地
球
構
法
撃
、
鍍
物
事
、
植
物
副
学
、
動
物
園
学
等
が
必
要

で
あ
る
如
く
、
政
治
家
に
必
要
な
る
知
識
と
し
て
同
三
r
g
L
3

第
三
十
二
巻

五
八

O

一
四
六

第
一
=
披

泊
門
戸

Z
目

zru
司
由
一
回
官
民
リ
}
岡
市

。oroロ
ロ
百
片
w

E
Z
O
B
E
r
が
荏
在
す

る
。
普
通
に
は
統
計
撃
は
、
国
家
父
は
領
土
に
関
す
る
自
然
的

枇
曾
的
、
政
治
的
の
力
に
闘
す
る
事
問
で
あ
る
と
云
ふ
が
、
こ

-勺

-zzト
-
J
t
五
、
。
見
二
t
十
基

t
、
土
宰
〉
J
こ
沈
、

オ
1
k
ブ
玉
1
k
t
h

司
t
事
言
昌
司
k

』
司

U
J
y
t
志
k

て
数
ふ
る
の
み
な
ら
ホ
一
。
此
等
を
概
説
し
、
利
用
す
る
こ
と
を
も

数
ふ
る
か
ら
で
あ
ゐ
。
科
壊
の
定
義
と
し
て
は
、
軍
に
其
の
問

題
と
す
ゐ
事
現
在
列
車
唱
す
る
二
と
に
依
っ
て
満
足
す
ぺ
す
で
は

疋
確
に
之
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
(
一
七
l
一
丸
、
ニ

な
く
、

五
一
良

)
l
と
云
ム
考
か
ら
彼
は
右
の
様
に
統
計
撃
を
規
定
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
科
恩
?
と
し
て
の
統
計
事
は
何
冶
針
象
と
す
る
の
で
あ

る
か
。
彼
に
よ
れ
ば
、
闘
力
で
あ
る
。
図
力
は
守
回
一
畑
町
r
p
g
o
'

『卯一一回円
r
o
ロロ己

E
G旦一円
ro
宏
一
門
主
で
あ
り
岡
山
丘
町
r
z
g
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
、
統
計
の
研
究
に
於
け
る
賓
韓
巻
な
す
も
の
で

あ
る
。
園
家
の
此
等
の
手
段
、
富
は
、
住
民
、
土
地
、
産
物
、

流
通
し
て
ゐ
る
貨
常
等
よ
り
成
る
。
統
計
撃
は
此
等
の
貫
憶
に

就
い
て
、
ヴ
何
回
円

z
a
Zロ
品
。
岨
吉
弘
Z
3
8
m
2
m
g舎
の
形
式
を
と

る
が
、

一
は
天
興
の
富
を
示
し
d

二
は
住
民
、
産
業
、
文
化
の

特 Mohl，ibio. 
10) Qnetelet， Sl1r l'homme et le developpement dE' :;($ faeuIt白 ouEssai de 
physique sociale，_ 2 Vol， paris， 1835~ 
f也白言葉では、 fy::sisch，皿oralh:ich，civil. .. 



設
展
を
一
示
す
も
の
で
、
換
言
す
れ
ば
、

E
R同
一
一
円
宮
間
呂
田
巾
を

知
ら
し
む
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
最
後
の
三
は
、
社
舎
の
方

向
、
財
政
、
諸
外
園
と
の
関
係
を
共
の
内
容
と
す
る
。
か
旨
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

内
容
ぞ
有
つ
統
計
皐
は
従
っ
て
右
の
三
部
門
に
分
た
る
べ
き
で

あ
り
、
。
一
5
3尚
片
山
市
『
一
戸
何
F
8
8
5
1岡山巾
w
z
c
g
c同
3
1阿
山
由
と
な

ゐ
。
併
し
、
之
が
材
料
の
範
閏
に
依
り
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る

岡
山
水
に
一
円
一
ゐ
揚
ん
口
の
丘
一
ω
m
m
g
a
5
0品
目
同
釦
口
孔
王
将
U
O

∞E
z
a
r

一
同
・
援
に
闘
す
ゐ
『
2
0丘
町
門
町
凶
作
民
一
色
r

と
大
凶
一
致
の
一
部
分

に
闘
す
る
宮
口
白
岡
町
一
凶
S
E
丘一
w
の
陸
別
を
な
し
得
る
。
三
一
一
一
!
=
一

頁
、、~

而
し
て
此
等
の
内
容
と
応
別
を
有
つ
統
計
皐
の
窮
似
の

目
的
は
、

一
閣
の
支
配
者
ぞ
し
て
よ
く
共
の
統
治
目
的
を
賞
現

し
得
る
矯
め
に
そ
の
闘
力
に
闘
す
ゐ
知
識
や
授
け
る
こ
と
に
在

る
。
(
四
一
|
四
二
頁
)

グ
-
フ
A

ベ
ル
ダ
の
統
計
患
の
目
的
、
内
容
等
に
就
い
て
は
、
首

時
の
濁
品
増
大
事
統
計
皐
汲
の
そ
れ
と
大
同
小
異
、
特
に
あ
ぐ
可

き
も
の
は
な
い

o
k
r
彼
は
率
直
に
明
白
に
料
率
と
し
て
の
統

計
磐
ぞ
規
定
し
、
共
の
内
答
を
定
め
部
門
令
示
し
て
ゐ
る
だ
け

で
あ
る
。
併
し
彼
は
、
統
計
皐
の
封
象
ぞ
規
定
す
る
と
共
に
、

蕎
滋
統
計
撃
の
一
著
作

一
個
の
科
墜
と
し
て
方
法
の
存
在
の
必
要
を
随
所
に
強
調
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
水

ゐ
る
鼎
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
此
の
科
事
(
統
計
事
)
の
研
党

に
於
い
て
、
結
旧
司
令
詳
細
に
結
合
し
且
つ
相
互
に
比
較
し
得
る

も
の
に
ら
し
め
る
所
の
、
撤
回
な
よ
る
べ
き
方
法
よ
り
必
要
な

る
も
の
は
な
い
」
(
一
一
千
l

一
四
頁
)
と
の
見
解
の
下
に
彼
の
「
統

計
単
一
の
現
論
」
に
於
い
て
此
の
方
法
在
規
定
し
、
統
計
闘
中
令
し

て
一
の
精
密
科
曲
部
干
に
ら
し
め
ん
'
と
す
る
の
が
彼
め
著
作
の
目
的

-
J
}
〉

こ

O

V1*σ
一
寸
ト

ゆ
ゑ
に
一
般
的
方
法
を
述
べ
る
前
に
彼
は
「
原
理
」
を
一
不
し

て
ゐ
ゐ
。
既
に
他
の
機
曾
に
於
い
て
私
が
述
べ
た
如
く
、
統
計

方
法
が
一
の
研
賞
方
法
で
あ
る
限
り
、
此
の
方
法
の
依
っ
て
基

く
所
の
認
識
論
上
の
根
嫁
と
、
祉
曾
利
息
十
的
理
論
の
存
在
す
る

こ
と
ぞ
必
要
と
す
る
。
勿
論
我
々
が
現
在
統
計
方
法
の
前
環
七

る
理
論
と
し
て
採
る
所
の
も
の
と
は
、
同
じ
く
は
な
い
が
、
問
題

I士

一
八
一
八
年
代
の
統
計
事
に
於
い
て
、
ゲ
ラ
ベ
ル
ダ
が
彼

の
云
ふ
意
味
の
「
方
法
」
の
前
提
と
し
て
理
論
の
存
在
ぞ
意
識
し

彼
の
「
方
法
」
を
そ
の
現
論
ょ
の
誘
導
し
た
、
そ
の
鋭
い
考
へ
方

で
あ
る
。
彼
の
理
論
そ
の
も
の
は
、
営
所
の
岡
家
翻
で
あ
わ
、

第
三
十
二
巻

ヨー:
F、

第

自主

l広l
F仁

Chorographie (1. geographische Lage， 2~ C1ima u. Boden， 3・ Natur-Erzeng-
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革
日
渡
統
計
事
白
一
著
作

統
治
擢
の
根
嫁
と
し
て
枇
曾
契
約
誠
一
円

S
E門
8
2
3を
説
明
す

る
に
渇
.
ぎ
な
い
。
か
、
る
闘
家
論
の
下
に
文
化
の
護
底
冷
}
設
き

文
化
の
時
代
と
所
に
よ
る
相
封
性
を
論
じ
、
丈
化
の
後
肢
の
依

件
と
し
て
、
よ
き
統
治
の
必
要
ぞ
漣
べ
て
、
よ
き
統
治
の
た
め

に
此
れ
が
指
針
た
る
統
計
壌
の
必
要
守
強
調
す
る
c

而
し
て
同

日
比
八
五
憾
の
一
附
枇
冶
粛
す
も
の
は
、
自
然
的
、
枇
曾
的
、
政
治
的

J

の
諸
僚
件

τあ
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
色
、
閣
土
、
住
民
地
ハ
他

の
枇
曾
の
構
法
惜
に
於
け
る
諸
問
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

此
の
閥
係
は
時
の
推
移
と
共
に
轡
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
明
ら
か
仁
す
る
に
は
、
諌
め
定
め
た
調
査
及
び
比
較
を

繰
り
返
へ
し
行
ふ
ニ
と
ぞ
必
要
左
す
る
。
か
弘
、
る
統
計
に
就
い

、
、
、
J

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
内
容
は
か
は
る
が
、
常
に
基
礎
的
た
る
こ
と
は
、
信
じ
得
べ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
報
告
、
現
賓
の
事
賞
、
確
か
な
結
果
を
得
る
こ
と
で
、
ニ
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

要
請
に
は
何
の
か
は
り
も
な
い
こ
と
で
あ
る
(
一
豆

l
二
五
頁
)

と
云
ふ
の
が
彼
の
原
現
の
大
要
で
あ
る
。

右
の
如
き
資
料
は
、
数
撃
者
、
自
然
科
撃
者
、
地
問
晴
嵐
一
・
者
及

び
宮
市
品
等
が
、
共
の
蒐
集
に
寄
興
す
る
も
の
で
あ
ゐ
が
、
彼
等

は
そ
の
各
の
目
的
の
大
め
に
、
資
料
の
蒐
集
、
整
理
を
な
す
に

第
三
十
一
一
巻
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問

i¥. 

過
ぎ
な
い
の
で
、
こ
冶
に
統
計
皐
者
の
任
務
が
あ
る
o
邸
ち
(
一
)

此
等
の
資
料
を
統
計
撃
の
も
の
に
ら
し
む
る
ニ
と
、
邸
ち
岡
家

の
経
済
的
政
治
的
欣
態
に
影
響
を
及
印
刷
す
所
の
信
頼
す
る
に
足

る
報
告
、
枇
曾
的
事
貨
と
ぞ
選
び
出
す
こ
と
、
(
二
)
枇
曾
の
日

的
に
溢
ふ
所
の
貨
の
統
計
報
告
ぞ
作
成
す
る
こ
と
、

(一一一」此等

の
報
h
口
、
事
資
守
強
却
し
以
て
一
目
よ
く
現
校
の
悶
次
の
以
況

を
知
ら
し
め
、
日
つ
兵
な
る
時
又
は
他
の
祉
曾
の
そ
れ
と
比
較

を
可
能
な
ら
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
場
合
特
に
注
意
す
ベ

き
こ
と
は
、
材
料
が
凶
家
の
現
献
を
一
示
す
に
如
何
な
る
閥
係
と

意
義
の
あ
る
も
の
か
を
、
認
識
し
判
断
し
て
、
材
料
の
濯
探
ぞ
誤

ら
ね
研
究
の
必
要
な
る
こ
と
で
あ
る
ご
三
一
一
1
三
六
五

)
1等
の
一

ル
リ
人
訂
J

己
同
比
斗

b
-
t
y
-
-
、

由
市
v
口
H
ムセ

1
4
9
〈
ゴ
ノ

l
t

な
ほ
方
法
上
の
規
定
を
あ
け

τゐ
る
。

即
ち
、
(
一
)
統
計
事
者
は
、
そ
の
府
先
の
根
木
的
な
る
基
礎
と
し

て
、
国
民
の
幅
制
と
ナ
る
所
白
一
哩
忽
と
、
物
質
的
精
紳
的
白
手
段
と

を
調
和
せ
し
む
る
所
四
課
題
を
定
め
な
け
れ
ば
な
、
b
ぬ
而
し
て
(
二
)

此
白
理
恋
ー
と
手
段
と
は
何
れ
も
事
貨
に
依
て
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
の
と

k
は
貨
に
、
丸
山

E
U
Z
E
F
7
r
-
E円
の
基
礎
原
理
と
し
て

催
国
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
会
一
)
統
計
の
材
料
を
敏
密

に
結
合
し
、
蒐
集
す
る
場
合
陀
は
、
算
定
或
は
測
定
に
よ
り
、
一
の

表
と
し
作
成
ナ
る
必
要
が
あ
る
。
科
事
の
同
県
泊
目
的
よ
勺
寸
れ
ば
、

立てた言十蓄はよき Methcde可あてヌたと云ってゐる(S.ro) 
，，)拠稿、統計白解説、批刻、解析本誌三-([)二(1昭和五年)



間
早
に
表
を
作
る
に
と
Y

ま
ら
ず
ト
此
白
表
の
語
る
所
を
記
し
て
置
〈

「
き
で
あ
る
。
(
四
)
個
々
の
表
は
よ
〈
瞥
頓
し
、
之
を
分
ヲ
て
一
示
ナ

可
〈
、
昨
m'b
ず
ん
ば
、
混
雑
し
て
一
目
瞭
然
た
ら
ず
、
ま
た
比
較
に

不
慌
で
あ
る
。
(
五
)
統
計
事
者
の
閃
2
2
円
は
材
料
の
正
し
壱
選
揮
に

在
る
。
見
か
け
は
無
償
値
で
甚
だ
重
要
な
る
も
の
が
あ
り
、
空
た
此
の

反
封
の
場
合
が
あ
り
得
る
か
b
で
あ
る
o

(
六
)
要
す
る
に
、
最
も
趨

切
な
而
も
全
部
を
含
み
得
る
質
問
を
な
し
解
答
を
得
る
こ
と
で
あ
る

(
一
エ
七
三
九
一
具
)
l
c
れ
が
彼
の
一
一
山
す
知
命
町
内
一
口
で
あ
る
。

ク
ラ
ベ
ル
ダ
仁
於
い
て
迎
論
と
し
て
問
題
に
し
た
の
は
、
上

記
の
如
〈
、
材
料
の
蒐
集
、
叫
相
川
瑚
及
び
之
み
管
支
示
す
ら
方
法
手

続
の
問
題
で
あ
っ
て
、
枇
品
問
或
は
岡
家
に
於
け
る
諸
関
係
に
就

い
て
の
理
論
で
は
な
い
。

一
定
の
科
撃
の
畑
一
論
で
は
な
く
、
此

の
科
撃
の
研
究
手
韻
に
閲
す
る
方
法
に
就
い
て
(
甚
だ
不
確
賞
、

不
充
分
で
は
あ
る
が
)
の
理
論
で
あ
つ
に
に
運
ぎ
な
い
。
現
在
の
枇

舎
統
計
事
汲
の
統
計
撃
が
、
大
景
観
察
の
結
果
に
る
数
字
に
依

っ
て
一
世
舎
現
象
の
規
則
性
、
因
果
性
を
護
見
し
之
を
説
明
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
科
撃
と
い
、
な
が
ら
、
そ
の
現
論
L
し
し
て

持

は
、
間
早
仁
大
量
観
察
の
方
法
待
問
題
に
し
て
ゐ
る
こ
と
、
異
な

る
所
は
な
い
。
に
ゾ
官
時
に
於
い
て
は
、
材
料
争
奪
ら
大
量
翻

察
の
結
果
に
よ
ら
歩
、
岡
家
願
芸
事
項
な
る
標
識
の
下
に
、
官

官
官
滋
統
計
思
の
一
著
作

鹿
の
公
示
報
告
、
現
在
の
意
味
に
近
い
統
計
表
の
み
な
ら
そ

地
方
廃
の
布
告
、
放
行
記
、
新
聞
紙
、
地
岡
等
の
資
料
よ
め
得

た
も
の
で
あ
る
黙
が
現
在
と
は
異
な
り
、
調
査
方
法
が
統
計
謬

の
理
論
と
さ
れ
た
こ
と
は
同
一
で
あ
る
。

此
の
統
計
調
査
法
に
於
い
て
、
，
ク
ラ
ベ
ル
グ
に
就
い
て
注
志

す
べ
き
黙
は
、
記
述
は
必
宇
し
も
文
字
の
み
に
よ
ら
?
、
敷
中
寸

双
ぴ
表
。
ゼ
利
則
す
る
こ
と
、
政
約
算
術
事
端
似
の
研
筑
に
劉
し
多

品

“

且

明

。

守

大
の
注
意
そ
榊
っ
て
ゐ
る
こ
と
、
双
び
、
材
料
の
砲
築
、
整
理

表
示
の
仕
方
を
一
般
的
で
は
あ
る
が
可
な
わ
組
織
的
に
且
つ
明

臨
時
に
示
し
て
ゐ
る
こ
と
等
で
あ
る
。
勿
論
、
営
時
の
濁
品
増
大
事

統
計
皐
振
の
統
計
翠
に
於
仁
於
い
て
調
査
の
方
法
は
充
分
に
注

意
さ
れ
E
叉
命
表
事
汲
の
設
そ
採
用
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
右

に
述
べ
に
ク
ラ
ベ
ル
グ
の
一
式
ふ
様
な
方
法
は
、
〕

rHAU[ro--}0加
】
。

O
L
V
E
r
c
-
r
〔

-
E
∞
互
一
色
「
と
云
は
れ
、
此
の
方
法
に
は
、

己
円
。

pnn}
巳
包

=
z
z
-
B
E
E
E
-
]
R
Z
2
云
R
E
E
F
の
臨
別
が
あ

り
、
前
者
は
材
料
の
蒐
集
方
法
、
後
者
は
表
示
方
法
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
J
F
冶
ゐ
方
法
が
大
量
観
察
訟
と
し
て
後
展
し
仁
共

の
過
程
を
、
統
計
思
一
広
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
共
に
そ
の
問
中

第
コ
一
十
二
巻

-
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調逸の統計撃の教科書参照(殊に代表的むものとして Mayl 前掲害、 Zi'zek，
Gru吋ris~ der Statl:sti1、).
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12) Fnllati， a. a. O.日 100.
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日
本
都
市
年
鑑
を
讃
む

史
的
の
研
究
は
興
味
あ
る
間
趨
佐
提
供
す
る
で
あ
ら
‘
フ
。

な
ほ
、
二
、
に
は
漣
べ
て
ゐ
る
余
白
が
な
い
が
、
，
ク
ラ
ベ
ル

ダ
は
、
調
賛
事
攻
守
詳
細
に
列
曲
帯
し
て
お
り
、
こ
れ
を
仔
制
に

扮
す
る
と
、
首
時
の
島
市
者
の
閥
心
の
所
在
告
知
る
上
に
興
味
あ

る
こ
と
こ
巧
へ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
他
の
機
曾
に
於
い
て

研
究
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。
何
れ
に
し
て
も
、
ク
ラ
ベ
ル
ゲ
は

山
首
時
の
統
計
事
に
於
け
る

Z
2
r〔
)LE--
で
あ
っ
た
に
泣
ひ
な

、、
.

h

u

-

-
巾
山
川
〆

l
w
a
F
E

」
ノ
一
一
-
一

-
4
J
J
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